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「想い」の循環で「未来」をつくる

平素より、ロングスプーン協会の活動にあたたかなご支援と深いご理解を賜

り、心より御礼申し上げます。

おかげさまで2024年末、私たちは第4期という一つの節目を無事迎えることが

できました。

2021年、「日本の子ども7人に1人が相対的貧困の状態にある」——そんな現実を

前に、私たちの「冒険」は始まりました。

「夢食堂プロジェクト」としてスタートし、のちに「フードリボンプロジェク

ト」へと発展したこの取り組みは、子どもたちの“今日の一食”を支えることか

ら始まりました。

すべての子どもが、あたりまえにお腹を満たし、あたりまえに夢を描き、それ

に向かって挑戦できる社会を。

そんな未来を信じて、歩みを続けてきました。

2024年は、その願いが大きく動き出した一年となりました。

全国各地の自治体との包括連携協定の締結、企業・地域団体との協働、メディ

アからの注目。私たちの輪は、想像を超えて広がりを見せています。

その広がりの原動力は、何よりも、日々現場で子どもたちを支えてくださって

いる飲食店の皆さま、そして地域に根ざし、力強く動いてくださっている一人

ひとりの存在です。

「誰かのために自分にできることを」

そんなまっすぐな想いが、この活動を今日まで前に進めてくれました。

本当に、ありがとうございます。

だからこそ私たちは、皆さまの想いをしっかりと受けとめ、決して「一過性の

支援」ではなく「つながり続ける社会」を本気でつくり上げていく責任がある

と感じています。

第5期となる2025年。

私たちはその責任を胸に、より多くの子どもたちが笑顔になれるよう、さらな

る「冒険」を加速させてまいります。

これからも、未来をともにつくる仲間として、

皆さまの変わらぬご支援とご参画を、

心よりお願い申し上げます。

⭐️ ごあいさつ⭐️ ごあいさつ

代表からのメッセージ代表からのメッセージ

一般社団法人ロングスプーン協会

代表理事 橋本展行
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🎀 フードリボンの歩みと意義🎀 フードリボンの歩みと意義

フードリボンとはフードリボンとは

“子どもたちの「今日の一食」を支えるセーフティネット

に。” 2021年にスタートしたフードリボンプロジェクト

は、全国の飲食店が“子どもたちの食卓”となる仕組み

で、困った時にはいつでも利用できる食事の場を増やし

ています。日本では「こどもの貧困」などの社会課題が

子どもたちを取り巻いており、成長に必要な物質的・内

面的な資源の充足を求める声が高まっています。リボン1

つ＝300円の支援が、子ども1人の食事につながる仕組み

で、飲食店・支援者・子どもたちの間に想いの循環を生

んでいます。

単なる“食の支援”にとどまらず、子どもたちが「誰かに

大切にされている」と感じられる関係性のなかで、自信

や安心を育んでいけるような環境づくりを私たちは目指

しています。

フードリボンプロジェクトの仕組み

製作依頼
障がい者の働く

作業場にリボン製作を発注

製作依頼

リボンや

ノウハウを提供

リボン1つで1食提供

リボンを寄付

¥300
店内にリボンを

掲示

未来への想いの循環

地域の大人 地域の子ども

従来の子ども食堂

地域のボランティアによる運営のため、

毎日の開催ができず月数回の開催となる

フードリボンプロジェクト

飲食店が主体になるため、

毎日の食事提供が可能になる

フードリボンで子どもの食事をいつでも

継続的に支えられる場に
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📝　2024年の成果と数字📝　2024年の成果と数字

主な活動実績（2024/1/1〜2024/12/31）

🎗　 参加店舗数：229ヶ所→ 昨年比 +80 店舗

💨 　実施店舗数：161ヶ所 → 昨年比  +56 店舗

🎀 　応援されたリボン数： 18,975 個

　　　　→ 月平均：約 1,581個

💫 　使用されたリボン数： 17,435 個（食分）

　　　　→ 月平均：約 1,453食

🏢 　法人サポーター：18社

　　　　→ 昨年比 +　 7社

💁 　個人サポーター：260人

　　　　→ 昨年比 +　144人

🍀 　コミュニティ (2025年5月現在)

　　 　💙 Facebook：2443人

　　 　💛 オープンチャット：780人

🏛 　協力自治体数：10自治体

📺 　メディア掲載：多数（TV・新聞・Webなど）
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📝　2024年の成果と数字📝　2024年の成果と数字

参加店舗

33都道府県

229ヶ所

参 加 店 舗 の 一 覧 は こ ち ら

実施店舗

30都道府県

161ヶ所
※ オ レ ン ジ は 実 施 店 舗

が あ る 都 道 府 県
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🎉　3周年イベント開催：

ロングスプーン協会の設立3周年を記念して、『フードリボンプロジェクト
3周年記念イベント ~キミと「いただきます」でつながる日~を実施いたし
ました。広くフードリボンプロジェクトを知ってもらい、共感を募っていく
ことを目的に、ボランティア・プロボノのみなさんと力を合わせて企画・運
営に当たりました。当日は「1万人のいただきます」という企画もあって、
現地参加・ZOOM・YouTube視聴を合わせ、全国からたくさんの方々にご
参加いただきました。
フードリボンとは違った形で社会課題に向き合い、貢献されている皆さま
や、フードリボンの飲食店・寄付者として活動に関わっていただいている皆
さま、スペシャルトークのゲストとしてご登壇いただいた講師の皆さまによ
るセッションはどれも大変ご満足いただき、感動と共感を集めることができ
ました。
結果、多くの寄付をいただいたり、その後の参加店舗増加に向けた活動推進
の輪が広がったりと、事業の展開に向けた大きな後押しとなるイベントにな
りました。
一つの節目となるイベントになりましたが、
これからも活動は継続してまいります。
さらなる共感の輪を紡ぎ、より一層
フードリボンプロジェクトが全国に広
がっていくよう、団体一同、参加店舗
、そして寄付者の皆様をはじめと
する支援者の方々と、力を合わせて励
んでまいります。

🎉　3周年イベント開催：

ロングスプーン協会の設立3周年を記念して、『フードリボンプロジェクト
3周年記念イベント ~キミと「いただきます」でつながる日~を実施いたし
ました。広くフードリボンプロジェクトを知ってもらい、共感を募っていく
ことを目的に、ボランティア・プロボノのみなさんと力を合わせて企画・運
営に当たりました。当日は「1万人のいただきます」という企画もあって、
現地参加・ZOOM・YouTube視聴を合わせ、全国からたくさんの方々にご
参加いただきました。
フードリボンとは違った形で社会課題に向き合い、貢献されている皆さま
や、フードリボンの飲食店・寄付者として活動に関わっていただいている皆
さま、スペシャルトークのゲストとしてご登壇いただいた講師の皆さまによ
るセッションはどれも大変ご満足いただき、感動と共感を集めることができ
ました。
結果、多くの寄付をいただいたり、その後の参加店舗増加に向けた活動推進
の輪が広がったりと、事業の展開に向けた大きな後押しとなるイベントにな
りました。
一つの節目となるイベントになりましたが、
これからも活動は継続してまいります。
さらなる共感の輪を紡ぎ、より一層
フードリボンプロジェクトが全国に広
がっていくよう、団体一同、参加店舗
、そして寄付者の皆様をはじめと
する支援者の方々と、力を合わせて励
んでまいります。

🏛 　行政との連携が本格化：

新たに9つの自治体と包括連携協定という形でパートナーシップが結ばれ、

地域連携の土台が広がりました。2023年から提携が始まった千葉県市川市

と合わせて、2024年12月末時点で10の自治体と共同が進んでいます。それ

ぞれの自治体で、小学校区に一ヶ所ずつの展開を目指し、主に広報での協力

を得ながら活動を推進しています。

包括連携協定

大阪府泉大津市（2024年6月から）

香川県宇多津町（2024年7月から）

香川県三豊市（2024年7月から）

香川県丸亀市（2024年7月から）

香川県善通寺市（2024年8月から）

香川県観音寺市（2024年8月から）

香川県高松市（2024年10月から）

香川県さぬき市（2024年10月から）

香川県坂出市（2024年11月から）

🏛 　行政との連携が本格化：

新たに9つの自治体と包括連携協定という形でパートナーシップが結ばれ、

地域連携の土台が広がりました。2023年から提携が始まった千葉県市川市

と合わせて、2024年12月末時点で10の自治体と共同が進んでいます。それ

ぞれの自治体で、小学校区に一ヶ所ずつの展開を目指し、主に広報での協力

を得ながら活動を推進しています。

包括連携協定

大阪府泉大津市（2024年6月から）

香川県宇多津町（2024年7月から）

香川県三豊市（2024年7月から）

香川県丸亀市（2024年7月から）

香川県善通寺市（2024年8月から）

香川県観音寺市（2024年8月から）

香川県高松市（2024年10月から）

香川県さぬき市（2024年10月から）

香川県坂出市（2024年11月から）

🎪　2024年を彩ったできごと🎪　2024年を彩ったできごと

大阪府泉大津市での

包括連携協定調印式
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💞　飲食店・支援者・子どもたちの声💞　飲食店・支援者・子どもたちの声

飲食店飲食店

私は貧困は勿論だと思いますが、子育てする中、核家族
がゆえにお母さんお父さんの気持ちを聞いたり悩み聞い
たりするのも大切だと思っています。子育てにおこる、
人に言えない悩みなどさまざま聞いて、「あっそれでい
いんだ」と、気持ちが楽になったとお声いただいており
ます。
楽しいコミュニティの場としても利用してくださること
が楽しいです。
お子さんだけでなく親御さんの笑顔を大切にしていった
らお子さんの笑顔に一番繋がると思ってやってます。

私は貧困は勿論だと思いますが、子育てする中、核家族
がゆえにお母さんお父さんの気持ちを聞いたり悩み聞い
たりするのも大切だと思っています。子育てにおこる、
人に言えない悩みなどさまざま聞いて、「あっそれでい
いんだ」と、気持ちが楽になったとお声いただいており
ます。
楽しいコミュニティの場としても利用してくださること
が楽しいです。
お子さんだけでなく親御さんの笑顔を大切にしていった
らお子さんの笑顔に一番繋がると思ってやってます。

ある日、リボンを34個まとめて支援してくれた人がいま
した。
その人はフードリボンプロジェクトを始めてまもなくの
頃、新聞やテレビで活動を取り上げられたのを見て、支
援したいとわざわざ遠くから来店してくれ、その時もま
とめて20個支援してくれた人です。「子どもたちのため
に支援したいとずっと思っていたが自分ではなかなか何
もできない。新聞の記事を読んで、リボンを購入するこ
となら自分でもできると思って来ました。」とおっしゃ
ってくださりました。その後も何度か来てくださってい
ます。
支援者としては、フードリボンプロジェクトのやり方が
きっと支援しやすいのだと思います。

ある日、リボンを34個まとめて支援してくれた人がいま
した。
その人はフードリボンプロジェクトを始めてまもなくの
頃、新聞やテレビで活動を取り上げられたのを見て、支
援したいとわざわざ遠くから来店してくれ、その時もま
とめて20個支援してくれた人です。「子どもたちのため
に支援したいとずっと思っていたが自分ではなかなか何
もできない。新聞の記事を読んで、リボンを購入するこ
となら自分でもできると思って来ました。」とおっしゃ
ってくださりました。その後も何度か来てくださってい
ます。
支援者としては、フードリボンプロジェクトのやり方が
きっと支援しやすいのだと思います。

フードリボンからのスタートで私なりに子ども食堂を広
げさせていただいております。地域的にもひとり親家庭
が本当に多いです。いろいろな子がくるので対応も苦戦
するときがありますが、優しい世界を目指してます‼️
私も中学生のころ沢山の方にボランティアを通して自分
の生きる意味を見つけさせてもらいました。子供達も大
きくなっていったときに、ボランティアのことであった
り、フードリボンについての意味を知ってこれからの社
会に目を向けたときに色んなことに気がつくきっかけに
なると信じています。

フードリボンからのスタートで私なりに子ども食堂を広
げさせていただいております。地域的にもひとり親家庭
が本当に多いです。いろいろな子がくるので対応も苦戦
するときがありますが、優しい世界を目指してます‼️
私も中学生のころ沢山の方にボランティアを通して自分
の生きる意味を見つけさせてもらいました。子供達も大
きくなっていったときに、ボランティアのことであった
り、フードリボンについての意味を知ってこれからの社
会に目を向けたときに色んなことに気がつくきっかけに
なると信じています。
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💞　飲食店・支援者・子どもたちの声💞　飲食店・支援者・子どもたちの声

支援者支援者

子どもたち子どもたち

リボンを購入して応援する支援者や、それらを利用する子ども
たち・保護者の方からは、各店舗にメッセージが寄せられてい
ます。

リボンを購入して応援する支援者や、それらを利用する子ども
たち・保護者の方からは、各店舗にメッセージが寄せられてい
ます。
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🔔　財務報告🔔　財務報告

事務局長より：
2024年は例年に比べて、フードリボンプロジェクトの展開が加速し、前進した年となり
ました。また3周年イベントの実施によって、飲食店だけでなく一般の方々にも広く活動
を知ってもらうことができ、イベントによって事業収入が増加しました。その影響もあ
って、毎月継続的な支援でご協力いただくサポーター会員の皆さんも、法人・個人共に
増加しています。一方で、一度に大口の寄付をいただく機会が例年より少なかった分、
全体の収入額が減少しています。また支出については、例年よりも事業の展開が進んだ
分、リボンの制作費用をはじめとするコストが増加しており、全体の支出額が増加した
結果になりました。ある意味、必要な経費が増加していると言えます。そのため、これ
から更に事業を推進していくにあたっては、今までより一層、強い資金基盤と組織力が
必要になります。引き続きの応援と、支援の誘致にご協力いただけましたら幸いです。

事務局長より：
2024年は例年に比べて、フードリボンプロジェクトの展開が加速し、前進した年となり
ました。また3周年イベントの実施によって、飲食店だけでなく一般の方々にも広く活動
を知ってもらうことができ、イベントによって事業収入が増加しました。その影響もあ
って、毎月継続的な支援でご協力いただくサポーター会員の皆さんも、法人・個人共に
増加しています。一方で、一度に大口の寄付をいただく機会が例年より少なかった分、
全体の収入額が減少しています。また支出については、例年よりも事業の展開が進んだ
分、リボンの制作費用をはじめとするコストが増加しており、全体の支出額が増加した
結果になりました。ある意味、必要な経費が増加していると言えます。そのため、これ
から更に事業を推進していくにあたっては、今までより一層、強い資金基盤と組織力が
必要になります。引き続きの応援と、支援の誘致にご協力いただけましたら幸いです。
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フードリボンプロジェクトを通じて、ペイフォワード（想いの循環）がこど
も達を支え、未来を作っていく社会を私たちは目指しています。

現在は活動に参加する飲食店の数を増やすかたちで事業の推進を行っていま
すが、その本質とするところは、「みんなで子どもたちを支えていく」とい
う「文化」や「風土」を作っていくことにあります。

フードリボンを通じて飲食店で提供されるのは、「単なる食事」ではなく、
そのお店の皆さんや、リボンを買った支援者のみなさんの「想い」です。

「見守ってくれる大人がいる」「あたたかい場所がある」という感覚こそ
が、子どもたちの未来を生きる力になると私たちは信じています。

全国に当たり前にフードリボンのお店があるようになっても、それが単なる
社会の「仕組み」として存在するのではなく、人々の習慣、当たり前の感覚
として、染み付いていくよう、今後も理念の発信をベースに、活動の推進を
行っていきます。

これからも共感を広げ、仲間を増やし、たくさんのリボンを全国に結び続け
ます。

フードリボンプロジェクトを通じて、ペイフォワード（想いの循環）がこど
も達を支え、未来を作っていく社会を私たちは目指しています。

現在は活動に参加する飲食店の数を増やすかたちで事業の推進を行っていま
すが、その本質とするところは、「みんなで子どもたちを支えていく」とい
う「文化」や「風土」を作っていくことにあります。

フードリボンを通じて飲食店で提供されるのは、「単なる食事」ではなく、
そのお店の皆さんや、リボンを買った支援者のみなさんの「想い」です。

「見守ってくれる大人がいる」「あたたかい場所がある」という感覚こそ
が、子どもたちの未来を生きる力になると私たちは信じています。

全国に当たり前にフードリボンのお店があるようになっても、それが単なる
社会の「仕組み」として存在するのではなく、人々の習慣、当たり前の感覚
として、染み付いていくよう、今後も理念の発信をベースに、活動の推進を
行っていきます。

これからも共感を広げ、仲間を増やし、たくさんのリボンを全国に結び続け
ます。

🌟　フードリボンを日本の文化に🌟　フードリボンを日本の文化に

事務局長より
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私たちと共に前進していただけましたら幸いです。
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全国

500店舗

2026年12月末までに2026年12月末までに

現時点で提携のある

14自治体は

全小学校区に展開

47都道府県に

フードリボン活動

の展開

最終ビジョン：フードリボンを日本の文化に

日本の全小学校区（およそ1万9,000ヶ所）に

フードリボン活動が展開される

2034年12月末までに2034年12月末までに

2025年12月末までに2025年12月末までに

全国

350店舗

自治体との提携を

継続展開
新スキームの展開
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🏛　提携自治体🏛　提携自治体

14自治体(2025年5月現在)14自治体(2025年5月現在)

千葉県市川市
2023年4月から
千葉県市川市
2023年4月から

大阪府泉大津市
2024年6月から
大阪府泉大津市
2024年6月から

香川県宇多津町
2024年7月から
香川県宇多津町
2024年7月から

香川県三豊市
2024年7月から
香川県三豊市
2024年7月から

香川県丸亀市
2024年7月から
香川県丸亀市
2024年7月から

香川県善通寺市
2024年8月から
香川県善通寺市
2024年8月から

香川県観音寺市
2024年8月から
香川県観音寺市
2024年8月から

香川県高松市
2024年10月から
香川県高松市

2024年10月から
香川県さぬき市
2024年10月から
香川県さぬき市
2024年10月から

香川県坂出市
2024年11月から
香川県坂出市

2024年11月から
香川県小豆島町
2025年4月から
香川県小豆島町
2025年4月から

香川県土庄町
2025年4月から
香川県土庄町
2025年4月から

埼玉県桶川市
2025年2月から
埼玉県桶川市
2025年2月から

茨城県かすみがうら市
2025年4月から

茨城県かすみがうら市
2025年4月から
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30団体(2025年5月現在)30団体(2025年5月現在)

技術・その他協力企業・団体様

冠スポンサー

ご支援企業・団体

❤️　ご支援企業・団体の皆様❤️　ご支援企業・団体の皆様
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🌟　参加店舗一覧 
　 　　※2025年5月11日発行時点（合計250店舗）
　 　　※「準備中」や「活動休止中」の店舗も含む。
　　　 ※各都道府県ごとには参加順で表示

🌟　参加店舗一覧 
　 　　※2025年5月11日発行時点（合計250店舗）
　 　　※「準備中」や「活動休止中」の店舗も含む。
　　　 ※各都道府県ごとには参加順で表示
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📣　ご支援の方法📣　ご支援の方法

クレジットカード

銀行振込でのご寄付はこちらから

個人/法人サポーター募集

個人/法人サポーター
になると

企業・団体

個人の方

各種媒体で活動の報告

支援者限定のコミュニティにご案内

支援者限定のイベントにご案内

上記に加えて、

広報物に社名/ロゴを掲載

ロングスプーン協会HPに社名/ロゴ/企業

URLのリンク掲載

フードリボンプロジェクトのロゴ/HPリン

クの使用権付与

団体主催イベント資料に社名/ロゴの記載

「おいしいね」の笑顔を共に増やすお手伝い

私たちGBSは、すべての人が笑顔で生きる未来を目指

し、日々ITサービスの事業を通じて活動しています。特

に、子どもたちが笑顔で過ごせることは、今も未来も変

わらず大切なこと。その想いから、フードリボンプロジ

ェクトのサポーターとして支援を始めました。

このプロジェクトは、信頼できるメンバーの手によっ

て、子どもたちがごはんに困ることなく、温かい食事を

楽しめる社会を着実に築いています。私たちもその一員

として、子どもたちの「おいしいね」

という笑顔を増やすお手伝いができる

ことを誇りに思います。一緒に、

未来へ笑顔をつなげていきませんか？

サポーター会員の声

プロジェクト

認知度

の向上

新しい地域

での

導入促進

支援を届ける

店舗の

運営サポート

障がい者雇用

につながる

リボン製作

※この寄付は、フードリボン活動を全国に広め、飲食店の活動をよりよく支えるための本部資金として募集しています。子ども達の食事になるリボンは全国

のフードリボン実施店で支援することができます。

※2フードリボンプロジェクトで使用するリボンは、障がい者の働く作業場に制作を発注しています。フードリボン活動が全国に展開することが、障がい者雇

用につながります。

支援の使い道

団体紹介ご支援の方法

毎月1,000円~の継続寄付を通じて、フードリボンプロジェクトの全国展開を中心に「全ての子

どもが当たり前に夢を描きチャレンジしていける社会」を共につくる仲間を募集しています。

団体名

所在地

代表者

事業内容

一般社団法人 ロングスプーン協会

〒272-0111

千葉県市川市妙典5-13-33　A&Yビル3F-39

橋本展行（代表理事）

フードリボンプロジェクト

日本の社会問題を中心テーマとした教育・

啓発事業

フードリボンプロジェクト

全国の子どもたちに食とつながりを届けるセーフティネットを共につくる

皆さまからの応援をお待ちしております

グローバルビジネスソリューション株式会社

代表取締役 前山真希さん

右のQRから定額寄付で継続サポート

お好きな金額を選んで単発決済も可能

（単発決済をご希望の場合は以下のURLから）
設立日 2021年5月6日

https://supporter.longspoon.net/

住信ＳＢＩネット銀行  法人第一支店（106）

普通1641038  一般社団法人ロングスプーン協会

シャ）ロングスプーンキョウカイ

※右フォームから登録後、振込元の銀行窓口から自動

送金手続きをお願いします 16



🎀 各店舗のリボンボード🎀 各店舗のリボンボード
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🎀 各店舗のリボンボード🎀 各店舗のリボンボード
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フードリボンプロジェクト

一般社団法人 ロングスプーン協会

〒272-0111

千葉県市川市妙典5-13-33　A&Yビル3F-39

https://longspoon.net/

ホームページ 参加店舗一覧

個人/法人

サポーター受付

Thank you!!


